
1.活動状況 （R１）

374回 269回 【回答状況】

4,294人 6,908人 登録者 77人

成人 3,143人 4,000人 回答数 43人 活動あり 35人

子ども 1,151人 2,908人 回答率 55.8% 活動なし 8人

2.活動場所

団体数 割合（%）

3 1

15 4

76 20

65 17

193 52

22 6

374 100

3.活動内容

回数 割合（%）

109 29

135 36

61 16

59 16

2 1

8 2

374 100

活動内容

植物を使ったクラフト
（苔玉、ハーバリウム、

他）

生け花・アレンジメント

合計

アロマ・ハーブ

家庭菜園講座

座学

寄せ植え・花壇整備

3.活動内容

資料１－２

小・中・高校

合計

民間企業
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活動回数

参加者数

（内訳）

保育園・幼稚園

活動先

公的機関

自主開催

食花C

2.活動場所

植物を使ったクラフト

（苔玉、ハーバリウム、他）
29%

生け花・アレンジメント
36%

アロマ・ハーブ
16%

寄せ植え・花壇整備
16%

家庭菜園講座
1%

座学
2%

コロナの影響で少数での自主講座が多く開催された

ためアレンジメントやクラフト教室が6割を占めた。

コロナ禍で保・幼・児童クラブでの活動が減少し

小人数での自主開催が増え約半数を占めた。

保育園・幼稚園

1% 小・中・高校

4%

公的機関

20%

民間企業

17%

自主開催

52%

食花C

6%

公的機関

26%

民間企業

23%福祉施設

19%

学校・保育園・幼稚

園

18%

自治会

8%

ひまわりクラブ

6%

（参考）令和元年度

令和2年度



4.感想

コロナ禍によるストレスや健康への不安などからアロマテラピーを必要とされてる方が多くいらっしゃる
と実感しました。より安心してご活用いただけるよう学びと実践を深め発信してまいります。

今後も花のある生活のすばらしさを皆さんに伝えていきたいと思います。
以前は、介護職の方が職場のグループ10名ほどで定期的にこの制度を利用していました。コロナ禍で
集まれなくなったことが理由でできないのが残念です。今後は障がいのある方や花育として子どもに教
える機会があればやってみたいです。

コロナの影響で定期講座はお休みしています。様子を見ながら単発でお声掛け頂いた講座をやりまし
たが、今後どうするかは流動的です。

コロナ禍での活動に制限があり1人分ずつ花材をまとめるなど準備に気をつかった。

コロナ禍で自分からの活動を制限しておりました。

コロナ禍で自粛した期間もありましたが、花に癒される時間があらためて大切であると実感しました。参
加された方みなさんも同様に感じていました。

耕作放棄地でラベンダーを栽培し、蒸留して精油をとりそれを講座で紹介しています。自然と人をつな
ぐ笑顔を増やす活動をしておりますが、昨年の冬に講座を行ったことがきっかけで、今年は畑で刈り取
りをしてラベンダークラフトを作るワークショップを行う予定です。

白新中学校の中庭花育活動、コロナ禍でありましたが、昨年無事実施でき、今年度も地域の方と集い
2年目開催しております。

コロナの影響で、決まっていた講座がキャンセルになった事もありましたが、コロナ対策をしっかりして
(数回ではありますが)講座依頼をいただけたことに感謝しています。

コロナ禍の一年間で前半はほとんどできませんでしたが、6月半ばより対策の工夫の中でのものでし
た。しかし、｢楽しかった｣と言われコロナ禍でも開催できよかったです。

もっと伝える努力をしなければと感じております。

コロナ対策の一環でテイクアウト選択を可能にしたが今後も状況により継続が必要。
体験者自身がインスタグラム等のSNSで情報発信したくなるような企画が課題。

コロナの影響で、PTAや町内での花育活動中止があった半面、開催できた活動では例年以上に好評で
皆様の笑顔から花育活動の意義や必要性をあらためて感じました。

コロナ禍において花育活動は大切に思いました。心の健康は身体と同様に重要であると思います。

お花を通じて、たくさんの方々が心穏やかに過ごせるようにパワーを送り、コロナ禍を乗り越えていただ
きたいと思います。

コロナ禍で活動は少なくなりましたが皆さんお花で癒されたいという方が多く、感染対策をしながら実施
しています。おうち時間も増えてお花に興味を持たれた方もすごく増えました。今後も私なりに発信して
いきたいと思います。


